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   ＩＷＡＴＡコースは2020年度，ＡＰＵコースは 

  2019年度よりコロナ禍の影響で海外修学旅行

を中断していましたが，ＡＰＵコースは2022年度

にマレーシアでの修学旅行を再開し，ＩＷＡＴＡ

コースも今年度から再開します。 

  現在，円安や物価上昇により旅行代金の高騰

が懸念されていますが，生徒たちの願いとご家

族の理解，教職員の努力，旅行代理店の協力

により，魅力的な旅行を計画できました。旅行

代金は積立金の範囲内に収まる見込みです。 

 さらに，次年度のＩＷＡＴＡコースの修学旅行

は，予定通り高校2年生と高校1年生が同時に

実施します。この手配も無事に完了し，学校と

して安堵しています。 

 ご家族の中には海外修学旅行に対するお考え

が異なる方もいらっしゃることは承知しておりま

すが，学校行事として意義あるものと判断し，今

後も継続して実施する予定です。詳細につきま

しては，11月の懇談会資料等でお知らせいた

します。以下に，概要をお伝えいたします。 

Festina lente 

 『海外修学旅行の新章』 

～世界に羽ばたく若者たち～ 
                                  校長 児玉 洋司 

１．２０２４年度の修学旅行 

(1)高校２年生ＩＷＡＴＡコース(３８回生) 

①日時：１０月２０日(日)～１０月２４日(木) 

②旅程：ターミナル(ジュエル)見学→マーライオン

公園→国境越え体験(シンガポール→ジョホー

ルバル)→マレー文化村→イスタナブザール・ス

ルタン王宮博物館→スタートアップ企業視察(シ

リコンバレエー・オブ・シンガポール，意見交換

会)→夜景観賞クルーズ→Ｂ＆Ｓプログラム(シン

ガポール国立大学生との交流会，大学生との

班別研修含む)→セントーサ島研修→ナイトサ

ファリなど 

③費用：374,229円(積立380,000円)※現時点 

④備考：引率教員４名，添乗員２名，シンガポール

航空 

 

(2)高校２年生ＡＰＵコース(３８回生) 

①日時：２月４日(火)～２月１１日(火) 

②旅程：クアラルンプール市内→王宮・記念碑・独

立広場・チョコレート工場→バツ洞窟→ペトロナ

スツインタワー→インビーマーケット→マレー鉄

道→パリットブンター→ファームステイや現地学

校との交流・英語研修・ワークショップ→ホーム

ステイ→セレモニー参加→ペナン島(ミャンマー

寺院・寝釈迦仏寺院・マラッカ海峡など)→自主

研修 

③費用：354,278円(積立352,000円)※現時点 

④備考：引率教員２名，添乗員２名，シンガポール

航空 

２．２０２５年度の修学旅行 

(1)高校２年生ＩＷＡＴＡコース(３９回生) 

①日時：１０月１９日(日)～１０月２３日(木) 

②旅程：２０２４年度を参考に計画 

③費用：379,940円(積立380,000円)※現時点 

④備考：引率教員４名，添乗員２名，シンガポー

ル航空 

(2)高校１年生ＩＷＡＴＡコース(４０回生) 

①日時：１０月２６日(日)～１０月３０日(木) 

②旅程：２０２４年度を参考に計画 

③費用：379,940円(積立380,000円)※現時点 

④備考：引率教員４名，添乗員２名，シンガポー

ル航空 

(3)高校２年生ＡＰＵコース(３９回生) 

①日時：２月４日(木)～２月１１日(木)※未定 

②旅程：２０２４年度を参考に計画 

③費用：352,000円(積立352,000円)※現時点 

④備考：引率教員２名，添乗員２名，シンガポー

ル航空 

 

 

令和6年度 大分県中学校新人陸上競技大会  

共通男子3000ｍ 第1位 2-2 矢野 功一郎   

 

大分市中学校新人体育大会 陸上競技大会 

共通男子3000ｍ  第1位 2-2 矢野 功一郎  

 

第60回記念大分県美術展公募の部 

秀逸賞 4-1 有馬 瑠来  

 

 第58回(弘法大師奉賛)高野山競書大会 

 高野山総長賞 5-2 野村 心春 

 南山賞 6-1 加藤 涼花  

 

 第72回大分県学校書写大会  

 金賞  3-1 硬筆 冨谷 知亜紀 

     1-1 硬筆 後藤 希実子 

     1-2 硬筆 田中 遥音 

     1-1  硬筆 江上 柚歩 

    1-1  半紙 後藤 希実子 

    

第８回 東南アジア小論文コンテスト 

入選 5-4 髙橋 莉子 

   4-4 グエン タン アンビン 



 

  2025年度入試の指定校推薦について，今年も多くの大学より推薦の依頼をいただきました。 

 推薦者に選ばれるためには，高校3年時だけでなく，高校生活全体において，学業成績はもちろんのこと，部活動や生徒会活動など

の特別活動の実績も考慮されます。また，服装や遅刻・欠席など日頃の生活態度や授業中の様子なども，被推薦者を選出する際の

重要なポイントとなります。 

  また，総合型選抜や学校推薦型(一般)，いわゆる年内入試への出願・受験に向けた取り組みもいよいよ本格化してきました。 

 2025年度入試における総合型，推薦型の募集人員は，私立大学で約62％と依然高い割合を占め，国公立大学においても約24％と増

加傾向にあります。本校でも，多くの生徒が，総合型選抜，学校推薦型選抜に挑戦します。 

  志望理由書や自己推薦書を作成したり，多種多様な選抜方法へ対策をしたり，一般入試に比べて＋αで取り組むことが多いです

が，しっかりと準備をして，ぜひ，合格を勝ち取って欲しいと思います。 

  下表は，本年度の指定校推薦一覧です。ご覧ください。（指定校推薦の募集・校内選抜は終了しています。） 

 大学指定校推薦および年内入試について      進路指導主任 中川 真司 



 



 



 



 

  高2 IWATAコース 修学旅行事前研修 ～スタートアップ企業研修～  特活主任 宮川修一 

 9月25日，高校2年生IWATAコースのシンガポール・マレーシ

ア修学旅行に向けた事前研修として，オンラインでスタート

アップ企業研修が実施されました。今年度の修学旅行2日目に

は，現地のスタートアップ企業を訪問する予定があり，その予

備知識を深めるための研修です。研修の講師として，本校の卒

業生である藤沢尚慶さん（第19回生），平尾彰浩さん（第13回

生），岩崎友樹さん（第14回生）にご登壇いただきました。 

 ≪主な研修内容≫ 

 ・スタートアップ企業とは何か？ 

 ・なぜ現在，スタートアップ企業が注目されているのか？ 

 ・これからどのようなスタートアップが必要とされるのか？ 

現在，日本は人口減少や高齢化，経済成長の鈍化など多くの問

題を抱えています。一方で，シンガポールは人口は少ないなが

らも高いGDPを誇っています。研修中，シンガポールの成功の

一因がスタートアップ企業の存在にあるというお話は，特に印

象的でした。この研修を通じて，生徒たちはスタートアップ企

業に対する理解を深め，その重要性や可能性について考えると

ても良い機会となりました。 



 

 ～指導部より～                           指導主任 荒金正治             
記録的にも猛暑であった夏が終わり，生活しやすい気候になり

ました。また，学園祭が終わって１ヶ月程が過ぎ，学習や部活

動に集中できる時期になりました。 

 生徒指導部では，秋の全国交通安全運動期間中の9/27(金)に

交通安全教室を実施しました。今回は，長崎からプロのスタン

トマンの方々に来ていただき，グラウンドで実際に交通事故や

危険な行為を実演してもらうことで事故の恐ろしさを実感して

もらいました。（スケアード・ストレイト方式）  

 安全教室の初めに，中央警察署交通課の方にお話をいただき

ました。最近では電動自転車も多くなり，スピードが出やすく

大きな事故になる場合が多いということです。事故では自分が

けがをするだけでなく，相手にも大きなけがを負わせることも

あり，その後の生活に大きな影響を与えかねないので，安全運

転を心がけて欲しいということです。また，大分県の自転車運

転時のヘルメット着用率が，最近の調査では全国２位であった

ということです。今後も運転時にはヘルメットをきちんと着用

して，万一事故に遭ったときにけがを軽減するために，頭部を

しっかり守って欲しいということでした。 

 事故のさまざまな状況を想定しての実演が行われました。ま

ず，乗用車が時速40kmで自転車に衝突して，その衝撃の大きさ

を目の前で感じました。次に，自転車の違反運転行為(手放

し，ヘッドホンの使用，傘さし，逆走，並進など)がどれほど

の危険を伴うかの実演がありました。次に，大型トラックの左

折時の内輪差による巻き込み事故の実演があり，交差点での信

号待ちの際には，歩道の内側で車道から十分な距離をとること

が大切であると実感できました。また，バイクがすり抜けをし

たときに発生する可能性のある交通事故の実演もありました。  

今回の安全教室で，普段の自転車の運転が正しいか振り返る機

会になりました。また，ヘルメット着用の重要性を再認識する

こともできました。今後も安全運転を順守し，安全で安心した

生活を送ることができるように努めて欲しいと思います。  

～高2（IWATAコース）海外修学旅行～             高２学年主任 成松茂    

 ～保健室より～                           養護教諭 野村めぐみ              

  

岩田学園では，１０月初旬よりマイコプラズマ肺炎が流行し， 

1年生は学年閉鎖となりました。 

罹患者数は左記の通りです。まだ，罹患している生徒もいます。 

マイコプラズマ肺炎は，発熱・頭痛・倦怠感などの症状が現れ始

め，やがて頑固な咳がでるようになります。 

各ご家庭でも手洗い・うがい・マスクの着用など感染防止対策へ

のご協力をお願い致します。 

マイコプラズマ肺炎・コロナ・インフルエンザの検査を受けた場

合，公欠扱いとなりますので，各クラス担任まで申し出ていただ

きますようお願いします。 

≪10月の罹患状況≫ 

 高２(IWATAコース)は10月20日から24日の日程で修学旅行に

行ってきました。出発当日は体育館に朝5時30分に集合，バスで

5時45分に学校を出発し，福岡空港から9時55分発のシンガポー

ル航空の旅客機で目的地のシンガポールへと飛び立ちました。シ

ンガポールのチャンギ空港には5時間ほどで到着し，その後バス

で移動してショッピングモールのジュエルを見学，レストランで

夕食を済ませた後，マーライオン公園を散策して初日の日程を終

えました。2日目は国境を越えてマレーシアへ入国し，ジョホー

ルバルにあるマレーシア文化村にて現地の伝統工芸やダンスを楽

しみました。午後は再びシンガポールに戻ってシリコンバレー・

オブ・シンガポールを見学

し，現地スタートアップ企業

との意見交換会などを行いま

した。夜は夜景観賞のリバー

クルーズで，船上からライト

アップされたマーライオンや

マリーナベイサンズなどを楽

しみました。 

3日目は班行動の日で，9時から14時までは現地大学生の案内で

市内各地を巡る研修を行い，14時から18時まではホテル近くの

オーチャード通り周辺を班別で散策しました。夕食後はホテル内

での自由行動を許可しましたが，日中の活動で疲れて部屋で休む

者，ホテルのプールで泳ぐ者，ホテルに隣接するスーパーマー

ケットで買い物する者さまざまでした。現地での最終日はリゾー

ト地のセントーサ島で希望する３つのコース（ＵＳＳコース・ア

トラクションコース・平和＆ビーチコース）に分かれて活動し，

夜は皆でナイトサファリを楽しみました。その後バスでチャンギ

空港に移動し，出国手続きを済ませた後に最後の買い物等を楽し

み，深夜1時20分発の旅客機でシンガポールを後にしました。福

岡空港には予定より少し遅れて翌朝9時頃に到着，税関審査など

を済ませた後バスに乗り込み，12時30分頃学校に帰着しまし

た。新型コロナ後初の海外旅行となり，また目的地がはじめてシ

ンガポール・マレーシアだったことで，準備や現地での出入国審

査等いろいろと大変なこともありましたが，生徒に１人の病人や

けが人もなく無事日程を終えることが出来たのが，学年としてな

によりの喜びでした。高2保護者の方々におかれましては，出発

前の準備，出発日の早朝のお見送り，帰着日のお迎え等で大変ご

負担をおかけしたと存じます。この場をお借りしてお礼申し上げ

ます。 



 

大分県中学校新人陸上競技大会 

共通男子男子3000ｍで優勝した2-2矢野功一郎さん 

高校サッカー部 

 8月27日（火）私立高等学校体育大会（サッカー）１回戦  

＠佐伯市スポーツ公園 

岩田高校０－５大分東明高校 

充分に練習が出来ているとは言えない状況でしたが，ある程度の

暑さの中でもそこそこ走り回っても大丈夫なようには準備してき

ました。 

６０分間の試合の中で，バテて走れない選手や体調が悪くなる選

手が出なかったことは，夏休み中の取り組みの成果が出ていたと

思います。 

しかし，思考能力が止まってしまいそうなほどに暑い状況の中で

も走り出し，駆け引き，準備などが常に出来るといったタフさは

まだまだ 

足りませんでした。単調なサッカーになってしまい簡単にボール

を奪われて失点を重ねていくていう悪い展開から最後まで抜け出

すことが 

できませんでした。今後はそれぞれがもっと強い覚悟を持って

日々の練習に取り組んでいって欲しいです。 

暑い上に台風の影響もある中で，遠くまで応援に足を運んで頂い

た保護者の皆様に心から感謝いたします。                        

                   (顧問：野村 哲也) 

 

インターアクトクラブ 

 9月29日(日) IM(インターミーティング)開催 ＠大分市荷揚

複合公共施設 

インターアクトクラブがお世話になっているロータリークラブが

主催するIMが開催されました。IMでは，LGBTQについての講演

「嘘をつかずに生きるとは～クラリネットと共に～」を聴講し，

講演後にはグループディスカッションが行われました。大分地区

にインターアクトクラブを有する高校はいくつもありますが，今

年度のIMは唯一本校のインターアクトクラブ(有志の高校生たち)

が150名ほどの大人に交じって参加しました。講師の倉堀さん

は，クラリネットの分野において優れた実績を残されていて，ト

ランスジェンダー女性であることをご自身から発信されている方

です。ご自身の経験をもとにした講話から，嘘をつかずに自分ら

しく生きることの意義と，そのために必要な社会の変革について

学ぶことができました。以下は，講演後のグループディスカッ

ションで生徒たちが話し合っていた内容の一部です。『自身の性

について周囲からの理解を得難く悩んでいる人にとって，現代は

ひと昔前よりも少しずつではあるが暮らしやすくなっているのか

もしれない。それでも未だ解決に至らないこのような辛さはマイ

ノリティな存在であるという認識が原因だと思える。自身の性に

ついて理解してもらえるような発信をできる人がより多くなるた

めに，社会環境をこれから考えていく必要がある』 LGBTQの多

様性と受容についてより理解を深めることのできた時間になりま

した。 

お休みのなかお子様の送迎等ありがとうございました。今後とも

インターアクトクラブの活動への変わらぬご理解ご協力をよろし

くお願いいたします。        (顧問：河野 智治) 

  

中学陸上 

 9月29日（日）「令和6年度 大分県中学校新人陸上競技大会」 

共通男子男子3000ｍ 記録：9.17.28（1位） 

 

9月28日(土)から9月29日(日)の2日間にかけて，ジェイリースス

タジアムで行われました。昨日回復したばかりで，体調が十分に

優れていない中での出場でしたが，自己ベストを更新する快挙を

見せました。3000mでは，後位の走者より大幅に距離を開き，

堂々たる１位でゴールしました。日々のクラブチームでの練習が

実を結んだのだと思います。10月2日(水)より行われる「第62回

大分市中学新人大会陸上競技会」にも出場いたします。当日の試

合も楽しみです。 

保護者の皆様には暑い中，生徒の送迎，応援のために足をお運び

いただきありがとうございます。 (顧問：金山 順宣) 

 

中学男子バスケ部 

大分市中体連新人戦 

10月2日（水）岩田23-37大東，岩田86-17原川・城東 （3チーム

中2位でグループリーグ通過） 

10月3日（木）トーナメント1回戦 岩田24-69大分豊府 

 

新チームの初戦は，中学2年生5人だけの戦い。交代メンバーがい

ない体力的に非常に苦しい戦いでしたが，最後まで頑張りきりま

した。 

1日目，格上の大東に相手に，ＤＦの意識を高めて粘り強く戦

い，一瞬「もしや!?」というところまで追い詰めました。 

2試合目の原川・城東連合チームとの対戦では，DFの頑張りから

ミスを誘い，積極的なプレーで全員得点，快勝となりました。 

トーナメント初戦の大分豊府には力の差を見せつけられ悔しい思

いをしましたが，強いチームとの戦いで多くのことを学びまし

た。 

2日間にわたり，保護者の方々には送迎・力強い応援など，たく

さんのサポートを頂きました。ありがとうございました。  

 

10月13日（日） 

2024年度大分県中学校新人バスケットボール競技大会  

1回戦 岩田 19-79 日出 

バスケの経験値，技術，スピード，体格，人数…，全ての面でう

ちを上回る相手でした。DFの強烈な圧力を打開できず，ミスを連

発，失点を重ねました。少しずつ慣れ，良いプレーも出ましたが

継続できず完敗となりました。日々の練習のDF圧力をお互い強く

して取り組んでいきたいと思います。点数が離される中でも，保

護者の方々の声援が途切れることなく心強かったです。応援・サ

ポートに感謝致します。ありがとうございました。  

                   (顧問：野田 大樹) 

書道部 

8月2日（金） 第58回(弘法大師奉賛)高野山競書大会 

  高野山総長賞 高校二年 野村心春 

  南山賞 高校3年 加藤涼花 

  特選 高校3年 堀明彩美 

  特選 高校2年 荒木亜文   

  特選 高校1年 古手川瑠泉  準特選 高校1年 池田結衣 

  特選 高校1年 有馬瑠来   準特選 中学1年 木本夏穂 

  特選 中学3年 冨谷知亜紀  準特選 中学1年 田中邑奈 

   

 第60回記念大分県美術展公募の部 

  秀逸賞 高校1年 有馬瑠来 

  入選 高校2年 野村心春 

  入選 高校2年 荒木亜文 

  入選 高校2年 亀山沙來 

  入選 高校1年 古手川瑠泉 

  入選 高校1年 池田結衣 

  入選 高校1年 河野葉菜 

  入選 高校1年 飯田心春  

  ～部活動等結果報告～ 

大分県美展で秀逸賞を受賞した4-1有馬瑠来さん 



 

中学卓球部 

10/2(水)～10/4(金) 大分市中学校新人体育大会卓球競技 

@サイクルショップコダマ大洲アリーナ 

 

10月2日(水)：団体戦 

＜男子＞ 予選リーグCパート  

岩田 0-3 城東，岩田 0-3 神崎 0勝2敗(3位) 

＜女子＞ 予選リーグEパート  

岩田 0-3 城東，岩田 0-3 上野ヶ丘 0勝2敗(3位) 

 

10月3日(木)：女子個人戦(学年別シングルス，トーナメント方

式) 

＜2年女子＞ 参加人数145名 

１回戦敗退：内藤 

２回戦敗退：阿部，松永 

４回戦敗退(ベスト32)：増田 

 

10月4日(金)：男子個人戦(学年別シングルス，トーナメント方

式) 

＜２年男子＞参加人数153名 

1回戦敗退：秦 

2回戦敗退：岩尾，恵良 

3回戦敗退：金丸 

4回戦敗退(ベスト32)：小寺 

＜１年男子＞参加人数121名 

1回戦敗退：池田，小林 

2回戦敗退：伊東 

 

学園祭の準備等で練習時間が取れない中での本番でした。 

団体戦は３校での予選リーグ。上位２校が決勝トーナメントに進

出。それぞれの団体戦は５試合のうち３戦先勝で勝利。 

本校は男女ともに4名での出場となり，2ゲーム落ちでのスター

ト。勝利を得るには1試合も負けることは出来ない不利な状況で

した。 

男女ともにダブルスで敗退。予選リーグ３位で決勝トーナメント

には進出できませんでした。 

個人戦では，粘って勝利した試合や，負けても健闘した試合があ

り，各選手とも次回の大会(３月)に繋がる経験ができたと思いま

す。 

保護者の方々には送迎，応援などのサポートを頂き，誠に有り難

うございました。      (顧問：草本舜輔 ・荒金正治)  

高校卓球部 

 10月5日(土) 大分支部秋季大会卓球競技  

@サイクルショップコダマ大洲アリーナ 

シングルス 

・予選リーグ3位敗退：永井，渡邉，向井，室，山本 

・予選リーグ2位通過：佐藤，足立 

→2位通過者トーナメント 

勝利：佐藤＝佐藤は11月9日(土)に行われる県大会の出場権獲得 

敗退：足立 

 

ダブルス 

・予選トーナメント初戦敗退：佐藤-足立，永井-渡邉，室-山本 

 

翌週からある中間考査のために，大会のある週の練習は各日1時

間程度という条件下で迎えた大会でした。本人たちは，そのこと

に対する言い訳を一際せず，自身のできる範囲での練習・勉強を

頑張りました。このような状況で，1人が県大会の出場権を獲得

したのは快挙ですし，後輩たちへの励みになると思います。6人

は，今大会をもちまして卒部となります。それぞれ到達度試験・

大学入試に向けて一層励んでくれることを願っています。送迎・

応援等の手厚いサポート，大変ありがとうございました。       

                   (顧問：赤木 栄造) 

 

中学サッカー部 

 10月12日（土） 大分県中体連新人戦（サッカー） 

１回戦 岩田６－０日田三隈 

 10月13日（日）                 

２回戦 岩田０－５明野 

１回戦は日田までの遠征となり，敵地（アウェイ）に乗り込んで

の試合でした。部員数の関係で女子を２人混ぜて戦う状況に 

最初は不安だらけでしたが，中央突破から得点チャンスを作って

いくという狙い通りの展開ができ，大勝しました。 

２回戦も同じ狙いを持って挑戦しましたが，技術も体力も明らか

に強い相手にシュートも打たせてもらえずに終わりました。 

サッカー全体の内容としても自分達が目指しているサッカーを見

事に相手が見本のようにやってくれて，とても良い経験となりま

した。 

見たもの味わったものを吸収できるようにこれからの活動を頑

張って欲しいと思います。 

２日間，送迎と応援に足を運んでくださった保護者の方々，誠に

ありがとうございました。        (顧問：野村 哲也) 

  

高校男子テニス部 

 10月12日（土）令和6年度大分県高等学校新人テニス競技大会 

〔１R〕 岩田 0-5 杵築 

 どれだけ競っても「どうにか３ポイント取ろう」と臨んだ初戦

でした。シード校である相手に対して容易に展開することは難し

いけれど，団体戦として，コートに立っているときは精一杯戦

い，コート外では精一杯応援するという姿勢が見えました。S1小

野，S2安部，S3山口は，重責を担いながら１勝のため懸命にスト

ローク勝負をしました。D1上田・佐藤，D2岡田・三村は声を出

し，自分たちを鼓舞しながら前向きに戦いました。目標には届か

なかったですが，団体戦のオーダーを考えたり，勝つための術を

考えたりする時間をチームで共有しながら臨むことができた大会

となりました。 

 この大会をもって引退する２年生がいます。これからは自分の

人生を切り開いていくために，物事に対して感じるだけで終えず

に，感じて考えて実行することをしてほしいと思います。きっと

いくらでも可能性は広がります。 

 また，保護者の皆様，日頃から練習のサポートに入ってくださ

る先生方，最後の大会を見守ってくださり，ありがとうございま

した。保護者の皆様におかれましては，日々の練習や大会参加の

送迎等，部活動へのご理解とご協力をいただき本当にありがとう

ございます。我が子だけでなく，部員に対しても多くのサポート

をいただいたこと感謝しております。 (顧問：首藤 麻琴) 

 

高校女子テニス部 

 10月12日(土) 令和6年度大分県高等学校新人テニス競技大会 

＠レゾナックテニスコート 

〔1R〕岩田 １－４ 大分雄城台 

 

中間考査明けすぐ，秋とは思えないような陽射しの中での試合と

なりました。今回の大会は団体戦であり，部員数の関係上，5ポ

イント中2ポイントは不戦敗という厳しい状況からのスタートで

した。結果としては初戦敗退となりましたが，ダブルス(白水＆

都甲ペア)において1ポイント獲得できたのは日頃の練習の成果を

感じさせる大きな収穫でした。 

ひとまず，この大会で高2部員の「引退試合」となります。引

退・延長は部員各自の選択となりますが，これまでの経験を活か

して次のステップに進んでいってもらいたいと思います。 

最後になりましたが，保護者の皆様におかれましては送迎や応援

など，お忙しい中での様々なサポートありがとうございました。

大変感謝申し上げます。         (顧問：加藤 司) 

 

 

  ～部活動等結果報告（つづき）～ 



 

  ～写真ネット販売～  

～春の読書感想文コンクールで高校の部・最優秀作品 （５－３上田琥太郎さん） ～          

岩田中学校･高等学校 

21世紀の有為な人材を育成する 

〒870-0936 

大分市岩田町１－１－１ 

学校法人岩田学園 

電話  097(558)3007 

Fax    097(556)8937         

Email  iwata@iwata.ed.jp 

HP   https://www.iwata.ed.jp 

現在フォロワー数１４８０名 

１１月の行事予定 

 11/1(金) 全国私学研修会大分大会 

 11/3(日) 文化の日 

 11/4(月) 振替休日 

 11/5(火)  帰国子女入試 

 11/9(土)  第4回到達度試験(英) 

            (6年APU) 

 11/10(日) 第2回入試説明会 

      公開授業 

 

 

11/11(月) 休業日 

11/14(木) 生徒会長選挙 

11/16(土) 授業参観・懇談会   

11/17(日)  第４回到達度試験(国数) 

            (6年APU)  

11/20(水) 中3社会見学 

11/23(土)  勤労感謝の日 

11/27(水)  期末考査 (6年APU)  

11/30(土) 第2回審査会  

先日Blendにてお知らせしましたが，今年度より木村

写真館が撮影した写真をネット販売することになりま

した。各学年毎にイベントコードとパスワードを設定

していますので，プリント（生徒へ配布済み）をご確

認ください。 

販売期間は10月12日(土)～11月30日(土)です。 

問い合わせについては下記までお願いします。 

PHOTO SPOT事務局 

〔TEL〕072-864-1006 

〔FAX〕072-850-6396 

〔E-Mail〕request@photospot.jp 

罰を恐れて罪を恐れない人々へ  

  

 国道422号線を竹田市街の方から上って行くと，道の駅竹田が

ある。途中，何の変哲もない田舎の光景だが，私にとっては印象

深いものだ。幼い頃，数年ぶりに帰省した叔父の話を思い出す。

「この路線幽霊出るって噂あるけどね。」車の中で退屈していた

私は一気に興味を惹かれた。しかし叔父の話は期待とは別の内容

だった。道路を挟んで，右手に明治地区，左手に宮城地区があ

る。第二次大戦の終戦の年，空中戦の末，アメリカ軍のB29は明

治地区に，日本軍の紫電改は宮城地区に墜落した。明治地区は曽

祖母の出自であるらしく，曽祖母自身も後に聞いた地元住民らに

よる米軍人に対する残忍な行為を涙ぐみながら何度も話していた

と言う。母や叔父は亡き祖父から聞いた話をよくしてくれる。私

にとっては曽祖父であるが，弟を戦争で亡くしており，慈悲深

く，倫理観や道徳観がしっかりしていた人のようだ。叔父は，日

本軍の戦闘機の凄さなどを自身の感想を交えながら話していた

が，最後に，地元住民の殺傷からどうにか回避された米軍人たち

は，現九州大学に移送されたと言った。「この出来事をモデルに

したと言われる小説があるから，10年後に読むこと。幽霊より怖

いものがわかるかなあ。」 

 あれから約10年が経つ。私は将来のある時期に国際NGO活動に

参加したいと思っている。あらゆる課題に取り組む力と，より高

い倫理観を求められる役務だ。この作品「海と毒薬」は，今後多

くを考察し，学ばなければならない私にとって不可欠な1冊であ

る。 

 この作品は，米軍捕虜の生体実験の話で，大学病院が主な舞台

になっている。情け深いが状況に飲まれてしまう勝呂，世渡り上

手だが倫理観に欠ける戸田，痛々しい過去を持ち悲観的で自暴自

棄になっている上田。残虐な生体実験に至った3人の心理，精神

状態の過程を中心に，内面描写も詳細に描かれていた。 

 彼らはなぜこの異常な事件に巻き込まれたのか。作品冒頭の勝

呂は感情がなく，冷たい人間のように書かれている。実際の彼

は，良心があり，他者を思いやることのできる人間で，生体解剖

を断ることもできたはずだ。結局，その場にはいたが加担しな

かったのに，良心の呵責に苛まれ続ける。彼のその人間性ゆえ，

時代の波に翻弄されてしまったのだと思う。助からないとわかっ

ていても，唯一救いたかった「おばはん」の死，私利私欲のため

患者を利用し，挙句の果てに死なせ，それを隠蔽すると言う大学

病院の酷さ。それらが彼の気力を奮い，自暴自棄にさせ，引き返

せなくさせた。対照的に戸田は同情心が全くなく，盗みを働き，

罪を擦りつけたことも，従姉の姦通も，同棲していた女中への言

語道断な行いも，醜悪だとは思うが苦しむ事はないと言い切れる

のだ。私は戸田の人間性を不愉快に感じていたのだが，思いがけ

ず，小学生時代に友人に擦り傷を負わせたことを思い出した。私

は口先だけの謝罪をし，後ろにいた友人の方が悪いとさえ思っ

た。幼く過失だったものの，良心が咎めなかったことにぞっとす

る。戸田のように社会の罰しか恐れない人間にはなりたくない。 

 しかし，戸田も医師と言う職業ゆえか，自身のことを不気味と

か不思議だとか手記に書いている。彼もまた，迷っていたのだろ

う。上田は夫に捨てられ，子は死産で産めない体にもなり，多く

の不幸を抱えて，古巣の病院に戻った人物だ。橋本の妻ヒルダに

患者を安楽死させそうになったのを非難され，職も失いそうにな

り，自暴自棄，成り行き任せで手術に立ち会ったように思う。ヒ

ルダのように，倫理を有する宗教を持たない彼女にとっては仕方

ないと感じる。この作品は，手術や生体解剖の描写が生々しかっ

た。しかし，それ以上に生々しいと感じたのは，人間の醜悪さ

だ。私自身，勝呂に寄り添い読んでいたつもりが，戸田と似通っ

ていると気づき，自らの善悪の境界の不明瞭さを理解した。作者

は宗教を持っており，作中に親鸞の歌やお釈迦様の言葉が引用さ

れている。勝呂や戸田も神について語っているし，ヒルダはキリ

スト教の倫理で上田を非難した。作者の問いかけなのか。心の拠

り所たる宗教の倫理があれば，何か違っていただろうか。夢を叶

えるための拠り所として，哲学は持っても宗教は必要ないと思っ

ていたが，今後はもっと多面的，多角的に考えようと思う。作中

で，私が勝呂の立場なら，どんな選択をしたのだろう。今は，迷

うばかりだ。幽霊より恐ろしいのは人間の悪意だが，人間には，

それに打ち勝つ可能性があると信じている。不意に，「海」が荒

れて，その波の激しさで神経が麻痺しそうになっても，「毒薬」

に負けないよう，正しいことを吸収し続け，免疫をつけ，確固た

る心を養う必要がある。竹田市で米軍への殺傷を制止したのは，

地元の医師だと言う。私は，このような正義ある人になりたい。

B29が墜落した5月5日，墜落地点付近に建立されているという鎮

魂碑，「殉空の碑」を見つけに行こうと思う。 


